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と
中
高
年
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

を
市
で
開
催
す
る
予
定
。

職
員
へ
の
制
服
支
給

ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
中
に

﹁
ふ
じ
み
ん
シ
ャ
ツ
﹂
を
統

一
し
た
事
務
服
と
し
て
支

給
し
て
は
。

全
職
員
に
支
給
す
る
の

は
難
し
い
。

窓
口
の
担
当
職
員
だ
け

で
も
支
給
し
て
は
。

他
市
の
状
況
を
調
査
す

る
中
で
検
討
す
る
。

事
業
系
ご
み
収
集
の

実
態
把
握
を

事
業
系
ご
み
の
実
態
把

握
は
。許

可
事
業
だ
が
、
統
括

責
任
は
市
に
あ
る
。
許
可
業

者
だ
け
で
な
く
、
排
出
事
業

者
も
含
め
現
場
状
況
を
十

分
踏
ま
え
施
策
展
開
し
て

い
き
た
い
。

集
団
資
源
回
収

実
施
方
法
の
改
善
に
伴

う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
７

月
に
実
施
し
た
が
、
そ
の
内

容
と
今
後
の
事
業
の
方
向

性
に
つ
い
て
は
。

﹁
雑
が
み
﹂
や
﹁
布
類
﹂

を
新
た
に
対
象
品
目
に
加

削
減
並
び
に
地
球
温
暖
化

対
策
の
一
助
に
な
る
よ
う

事
業
展
開
を
し
て
い
く
。

育
所
の
あ
り
方
を
財
政
面

も
含
め
ト
ー
タ
ル
的
に
考

え
て
い
く
。

公
立
保
育
所
の
耐
震
診

断
の
結
果
は
。

施
設
が
古
い
た
め
に
既

存
図
面
が
少
な
く
、
現
在
、

追
加
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

10
月
に
結
果
が
出
る
予
定
。

民
生
委
員
の
負
担
軽

減
な
ど
課
題
解
決
を

民
生
委
員
は
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
や

困
り
ご
と
相
談
な
ど
、
地
域

で
の
諸
問
題
の
解
決
の
た

め
に
献
身
的
に
活
動
し
て

い
る
。
近
年
、
社
会
状
況
の

変
化
に
伴
い
民
生
委
員
に

求
め
ら
れ
る
役
割
は
大
幅

に
増
え
、
そ
の
負
担
は
大
変

重
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

負
担
軽
減
を
図
れ
な
い
か
。

な
り
手
不
足
解
決
の
た

め
の
民
生
委
員
選
出
方
法

の
抜
本
的
な
見
直
し
、
表
彰

制
度
の
検
討
、
委
員
定
数
増

員
の
県
へ
の
要
望
、
地
域
で

の
協
力
体
制
及
び
支
援
体

制
の
強
化
な
ど
負
担
軽
減

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

思
い
や
り
の
ま
ち
づ
く
り　
　
　
　
　
　

⋯
福
祉

み
ん
な
の
健
康
を
守
る 

　
　
　

⋯
健
康

え
る
こ
と
や
、
回
収
場
所
と

し
て
家
庭
ご
み
集
積
所
利

用
の
希
望
な
ど
を
聞
い
た
。

今
後
も
、
貴
重
な
資
源
物
を

よ
り
多
く
集
め
、
焼
却
量
の

認
知
症
状
の　
　
　

早
期
発
見
を

認
知
症
状
を
早
期
発

見
で
き
れ
ば
、
発
症
を
遅

ら
せ
重
篤
化
を
防
ぐ
こ
と

も
可
能
。
認
知
機
能
低
下

を
早
期
発
見
す
る
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
を
導

入
す
べ
き
で
は
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
へ
の
導
入
に
向
け
、

関
係
部
署
と
も
協
議
し
て

検
討
す
る
。

発
育
発
達
支
援
の　

拠
点
を

フ
ク
ト
ピ
ア
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
移
転
後
、
施
設
を

発
育
発
達
支
援
の
拠
点
に

し
て
は
ど
う
か
。

療
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
の
中
で
、
発
達
支
援
の
拠

点
づ
く
り
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
フ
ク
ト
ピ
ア
の
利

用
に
つ
い
て
も
考
え
る
。

公
共
施
設
建
設
に　

障
が
い
者
の
意
見
を

公
共
施
設
の
建
設
に
あ

た
っ
て
、
事
前
に
障
が
い
者

の
意
見
を
聞
い
て
は
ど
う

か
。

予
定
し
て
い
る
本
庁
舎

増
築
、耐
震
補
強
工
事
な
ど
、

今
後
も
障
が
い
者
団
体
の

意
見
を
聞
い
て
可
能
な
限

り
工
事
に
反
映
し
て
い
き

た
い
。

あ
っ
た
か
い
高
齢
者
対

策
を結

婚
50
年
を
迎
え
る
高

齢
者
ご
夫
婦
へ
の
祝
意
と

し
て
、
金
婚
式
の
実
施
が
で

き
な
い
か
。

理
的
に
不
便
。
駐
車
場
の
設

置
で
さ
ら
に
利
用
も
増
え

る
。
小
学
校
の
駐
車
場
に
空

き
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
が
利

用
は
。利

用
に
つ
い
て
は
担
当

課
と
相
談
す
る
。

公
立
保
育
所
の
今
後

公
開
事
業
評
価
で
、
公

立
保
育
所
の
市
に
よ
る
管

理
運
営
は
不
要
と
出
た
が
、

市
は
ど
う
対
応
し
て
い
く

の
か
。評

価
結
果
は
尊
重
す
る

が
、
民
間
も
含
め
た
認
可
保

祝
意
を
表
す
こ
と
は
極

め
て
大
切
な
こ
と
と
認
識

し
て
い
る
。
会
場
や
交
通
手

段
、
社
会
的
情
勢
を
考
慮
し

て
研
究
す
る
。

精
神
障
が
い
者
の　

地
域
生
活
支
援
を

精
神
障
が
い
者
の
通
所

施
設
﹁
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
﹂
の

継
続
と
充
実
に
市
と
し
て

必
要
な
支
援
を
。

事
業
者
と
話
し
合
っ

て
、
で
き
る
だ
け
早
く
運
営

を
安
定
さ
せ
る
よ
う
支
援

す
る
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制

度
の
実
施
を

他
市
で
行
っ
て
い
る

﹁
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
﹂

と
は
、
健
診
や
健
康
に
関
す

る
事
業
や
介
護
予
防
事
業

へ
の
参
加
で
ポ
イ
ン
ト
を

集
め
、
公
共
施
設
の
利
用
券

や
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
券
、
食

事
券
と
交
換
で
き
る
制
度
。

本
市
で
も
実
施
を
。

財
源
の
問
題
を
含
め

様
々
な
分
野
と
連
携
・
協
議

が
必
要
。
今
後
先
進
事
例
を

参
考
に
調
査
研
究
す
る
。

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
事
業

の
進
捗
は

何
ら
か
の
理
由
で
家
庭

か
ら
出
る
こ
と
が
で
き
な

い
親
子
へ
の
訪
問
型
子
育

て
支
援
﹁
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト

事
業
﹂
の
進
捗
は
。

平
成
25
年
11
月
よ
り
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

の
中
で
実
施
し
た
い
。

子
育
て
サ
ロ
ン
の
拡
充

を
駒
西
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
行
わ
れ
た
出
前
子
育

て
サ
ロ
ン
に
、
１
１
３
人
の

参
加
が
あ
っ
た
。
こ
の
地
域

で
の
設
置
が
必
要
で
は
。

施
設
が
な
い
地
域
も
あ

る
の
で
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
利
用
し
た
子
育
て
サ

ロ
ン
の
拡
充
を
検
討
す
る
。

東
台
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
子
育
て
サ
ロ
ン
は
地

財
源
活
か
し　
　
　

国
保
税
引
き
下
げ
を

国
民
健
康
保
険
は
、
国

民
皆
保
険
制
度
の
下
で
だ

れ
も
が
い
ず
れ
加
入
す
る

こ
と
に
な
る
制
度
だ
。
基
金

を
活
用
し
て
、
高
す
ぎ
る
国

保
税
の
一
世
帯
１
万
円
引

き
下
げ
を
。

法
定
外
繰
入
金
を
一
般

会
計
に
戻
す
こ
と
、
基
金
の

残
高
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が

優
先
。
引
き
下
げ
は
難
し
い
。

介
護
保
険
の
改
善
を

所
得
が
低
い
人
ほ
ど
負

担
が
重
く
な
る
保
険
料
の

逆
進
性
解
消
の
た
め
の
具

体
策
は
。

可
能
な
限
り
、
保
険
料

負
担
の
公
平
性
に
配
慮
し

た
保
険
料
改
定
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
体
制
を
強
化
し
て
は
。

保
険
事
業
は
市
が
担
う
見

通
し
。特
定
検
診
の
受
診
率
、

指
導
率
向
上
な
ど
市
民
の

健
康
を
守
る
立
場
か
ら
、国
・

県
と
の
協
議
に
臨
む
。

医
療
費
一
部
負
担
の　

軽
減
制
度
の
拡
大

災
害
な
ど
で
所
得
が
な

く
な
っ
た
人
へ
の
一
部
負

担
金
の
制
度
を
、
通
院
に
ま

で
拡
大
す
べ
き
。

困
窮
状
態
の
場
合
に

は
、
他
の
制
度
を
使
っ
て
も

ら
う
。

無
料
低
額
診
療
事
業

の
周
知

国
の
制
度
で
あ
る
無
料

低
額
診
療
事
業
を
周
知
し
、

医
療
を
受
け
る
機
会
の
保

障
を
。必

要
な
医
療
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

関
係
機
関
に
内
容
を
伝
え

て
い
き
た
い
。

磁
気
ル
ー
プ
シ
ス
テ
ム

で
音
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

補
聴
器
の
音
が
鮮
明
に

聞
こ
え
る
﹁
磁
気
ル
ー
プ
シ

ス
テ
ム
﹂
を
公
共
施
設
で
使

え
る
よ
う
に
し
て
、
音
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
実
施
を
。

大
井
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
既
設
設
備
を
周
知

し
、
携
行
型
の
新
し
い
機
器

も
研
究
し
た
い
。

東台放課後児童クラブ

業
務
量
に
見
合
っ
た
適

正
な
職
員
配
置
を
行
う
な

ど
、
機
能
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

国
保
広
域
化
の
対
応

社
会
保
障
制
度
改
革
国

民
会
議
の
最
終
報
告
が
提
出

さ
れ
、
国
保
は
市
町
村
が
保

険
者
だ
が
、
そ
れ
を
都
道
府

県
に
移
行
す
る
方
向
が
明
確

に
な
っ
た
。
市
の
対
応
は
。

国
で
は
平
成
29
年
度
を

目
途
に
、
国
保
の
財
政
上
の

問
題
を
解
決
し
た
上
で
財

政
運
営
の
主
体
を
県
に
移

行
し
、保
険
税
の
賦
課
徴
収
、

地
域
と
学
校
で
子
ど
も
を
育
て
る 

⋯
教
育

学
校
の
地
域
協
力
に

予
算
を

地
域
の
部
活
動
指
導
者

に
は
謝
金
の
予
算
を
と
っ

て
い
る
が
、
授
業
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
り
校
外
学
習
に
協

力
し
た
人
に
は
ど
う
か
。

部
活
動
で
は
支
払
わ
れ

て
い
る
が
、
授
業
の
協
力
者

に
は
な
い
。

就
学
援
助
制
度
の　

拡
充生

活
保
護
扶
助
費
の
引

き
下
げ
の
影
響
を
避
け
る




